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(57)【要約】
【課題】光沢性と毛髪の滑り性がよく、更に分散安定性が高いパール光沢粒子を含有する
洗浄剤組成物を提供すること。
【解決手段】
　次の成分（Ａ）及び（Ｂ）
  （Ａ）（Ａ１）脂肪酸グリコールエステル、（Ａ２）（１）脂肪酸とポリオキシアルキ
レン型ノニオン界面活性剤、（２）脂肪族アルコールとポリオキシアルキレン型ノニオン
界面活性剤、（３）脂肪酸モノグリセリド及び（４）脂肪族エーテルからなる群から選ば
れる１種以上の添加剤、及び（Ａ３）水を含有し、パール光沢粒子が形成されてなる、パ
ール光沢組成物
　（Ｂ）界面活性剤
を含有する洗浄剤組成物であって、該パール光沢粒子の個数平均長径が１．６～５μｍで
ある洗浄剤組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）及び（Ｂ）
  （Ａ）（Ａ１）脂肪酸グリコールエステル、（Ａ２）（１）脂肪酸とポリオキシアルキ
レン型ノニオン界面活性剤、（２）脂肪族アルコールとポリオキシアルキレン型ノニオン
界面活性剤、（３）脂肪酸モノグリセリド及び（４）脂肪族エーテルからなる群から選ば
れる１種以上の添加剤、及び（Ａ３）水を含有し、パール光沢粒子が形成されてなる、パ
ール光沢組成物
　（Ｂ）界面活性剤
を含有する洗浄剤組成物であって、該パール光沢粒子の個数平均長径が１．６～５μｍで
ある洗浄剤組成物。
【請求項２】
　パール光沢組成物中、（脂肪酸＋脂肪族アルコール＋脂肪酸モノグリセリド＋脂肪族エ
ーテル）の合計含有量が０．３～３重量％である請求項１記載の洗浄剤組成物。
【請求項３】
　パール光沢組成物中、（Ａ１）脂肪酸グリコールエステルと（脂肪酸＋脂肪族アルコー
ル＋脂肪酸モノグリセリド＋脂肪族エーテル）との重量比［（脂肪酸＋脂肪族アルコール
＋脂肪酸モノグリセリド＋脂肪族エーテル）／脂肪酸グリコールエステル］が１／１００
～２０／１００である、請求項１又は２記載の洗浄剤組成物。
【請求項４】
　（Ａ２）添加剤が（３）脂肪酸モノグリセリド、又は／及び（４）脂肪族エーテルであ
って、更に添加剤として、ポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤を含有する請求項
１～３のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項５】
　パール光沢組成物が、更にアニオン性界面活性剤を含有する請求項１～４のいずれか１
項記載の洗浄剤組成物。
【請求項６】
　パール光沢組成物が、更に脂肪酸モノアルキロールアミドを含有する請求項１～５のい
ずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項７】
　化粧料用である、請求項１～６のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項８】
　下記工程１及び２を有する洗浄剤組成物の製造方法。
　工程１：（Ａ）（Ａ１）脂肪酸グリコールエステル、（Ａ２）（１）脂肪酸とポリオキ
シアルキレン型ノニオン界面活性剤、（２）脂肪族アルコールとポリオキシアルキレン型
ノニオン界面活性剤、（３）脂肪酸モノグリセリド及び（４）脂肪族エーテルからなる群
から選ばれる１種以上の添加剤、及び（Ａ３）水を含有する溶融混合物を冷却して、パー
ル光沢粒子を含有するパール光沢組成物を得る工程
工程２：工程（Ａ）で得られたパール光沢組成物と（Ｂ）界面活性剤とを混合して、個数
平均長径が１．６～５μｍであるパール光沢粒子を含む洗浄剤組成物を得る工程
【請求項９】
　請求項８の製造方法により得られる、洗浄剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗浄剤組成物及びその製造法に関し、さらに詳しくは、シャンプー、ボディ
シャンプー、洗顔料等に好適に用いられるパール光沢を有する洗浄剤組成物及びその製造
法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、パール光沢組成物を含有する洗浄剤組成物において、パール光沢を付与するため
の主要成分としては、脂肪酸グリコールエステル、脂肪酸モノアルキロールアミド、脂肪
酸等が知られている（特許文献１参照）。
　なかでも、脂肪酸グリコールエステルはパール光沢組成物における主成分として各種検
討されているが、十分なパール光沢を得ようとして脂肪酸グリコールエステルの配合量を
増加すると、室温下での粘度が高くなり、流動性が低下する。そこで、特定のノニオン界
面活性剤を併用したパール光沢組成物が提案されている（特許文献２参照）。
　特許文献３には、脂肪酸グリコールエステルに代わり、脂肪族アルコール、脂肪酸モノ
グリセリド、脂肪族エーテル等の脂肪族化合物、界面活性剤、及びポリオールを含有する
真珠光沢濃縮物が開示されている。
　特許文献４には、非常に長鎖の脂肪族アルコール、脂肪酸モノグリセリド、脂肪族エー
テル等を含有した真珠光沢剤濃縮物が開示されている。
　特許文献５には、高濃縮された、流動性を有する新規な真珠光沢剤濃縮物であって、（
ａ）３０～５５重量％の真珠光沢ワックス、（ｂ）２５重量％未満のノニオン性乳化剤群
および任意に双性イオン性乳化剤から選ばれる乳化剤、（ｃ）０．１～５重量％のポリオ
ールエステルが開示されている。
【特許文献１】特表平６－５０４７８１号公報
【特許文献２】特開２０００－２１２０３１号公報
【特許文献３】特表２０００-５１１９１３号公報
【特許文献４】特表２００３－５０６３９３号公報
【特許文献５】特表２００５－５１３０７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の目的は、光沢性と毛髪の滑り性がよく、更に分散安定性が高いパール光沢粒子
を含有する洗浄剤組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一般に、シリコーンを配合して、毛髪の滑り性を向上させると、髪質によっては、シリ
コーンによって毛髪のボリュームが低下する。
　しかし、本発明者は、特定の組成のパール光沢組成物から得られた特定の粒径のパール
光沢粒子を含有する洗浄剤組成物は、光沢性に優れ、分散安定性が高く、かつ毛髪のボリ
ュームが低下せずに毛髪の滑り性が向上することを見出し発明を完成した。
【０００５】
　すなわち、本発明は、
　次の成分（Ａ）及び（Ｂ）
  （Ａ）（Ａ１）脂肪酸グリコールエステル、（Ａ２）（１）脂肪酸とポリオキシアルキ
レン型ノニオン界面活性剤、（２）脂肪族アルコールとポリオキシアルキレン型ノニオン
界面活性剤、（３）脂肪酸モノグリセリド及び（４）脂肪族エーテルからなる群から選ば
れる１種以上の添加剤、及び（Ａ３）水を含有し、パール光沢粒子が形成されてなる、パ
ール光沢組成物
　（Ｂ）界面活性剤
を含有する洗浄剤組成物であって、該パール光沢粒子の個数平均長径が１．６～５μｍで
ある洗浄剤組成物を提供するものである。
【０００６】
　また、本発明は、
下記工程１及び２を有する洗浄剤組成物の製造方法を提供するものである。
　工程１：（Ａ）（Ａ１）脂肪酸グリコールエステル、（Ａ２）（１）脂肪酸とポリオキ
シアルキレン型ノニオン界面活性剤、（２）脂肪族アルコールとポリオキシアルキレン型
ノニオン界面活性剤、（３）脂肪酸モノグリセリド及び（４）脂肪族エーテルからなる群
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から選ばれる１種以上の添加剤、及び（Ａ３）水を含有する溶融混合物を冷却して、パー
ル光沢粒子を含有するパール光沢組成物を得る工程
　工程２：工程（Ａ）で得られたパール光沢組成物と（Ｂ）界面活性剤とを混合して、個
数平均長径が１．６～５μｍであるパール光沢粒子を含む洗浄剤組成物を得る工程
【０００７】
　さらに、本発明は、前記製造方法により得られる洗浄剤組成物を提供するものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の洗浄剤組成物は、パール光沢性が高く、分散安定性も高く、毛髪に用いた場合
、使用後の毛髪の滑り性がよいという優れた効果を奏するものである。更に、本発明の洗
浄剤組成物は、パール光沢粒子によって滑り性が向上するので、滑り性向上のためのシリ
コーン量を低減することが出来、毛髪のボリューム低下を抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明洗浄剤組成物は、（Ａ１）脂肪酸グリコールエステル、（Ａ２）添加剤、及び（
Ａ３）水を含有するパール光沢組成物を含有するものであって、
（Ａ２）該添加剤が
（１）脂肪酸とポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤、
（２）脂肪族アルコールとポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤、
（３）脂肪酸モノグリセリド、及び
（４）脂肪族エーテル
からなる群から選ばれるいずれかの１種以上である洗浄剤組成物である。
　本発明の洗浄剤組成物は、上記添加剤を配合することにより、パール光沢粒子の形成成
分である（Ａ１）脂肪酸グリコールエステルを含む、上記粒径のパール光沢粒子が多量に
析出し、それを含有する洗浄剤組成物の使用後の毛髪の滑り性に優れるというものである
。
【００１０】
　更に、光沢粒子の個数平均長径が１．６～５μｍ粒径であるパール光沢粒子は、洗浄剤
組成物の幅広い比重領域で安定に存在し得る。尚、パール光沢粒子は、脂肪酸グリコール
エステルを主成分として含むものであるが、添加剤として用いられる脂肪族化合物も当該
含まれていると考えられる。
　以下、詳細に記載する。
【００１１】
（Ａ１）脂肪酸グリコールエステル
　脂肪酸グリコールエステルとしては、例えば、式(１)：
【００１２】
　　　Ｙ－Ｏ－(ＣＨ2ＣＨ2Ｏ)m-ＣＯＲ3　　　　　(１)
【００１３】
（式中、Ｒ3は炭素数１３～２１の直鎖又は分岐鎖の飽和又は不飽和の炭化水素基を示し
、Ｙは水素原子又は－ＣＯＲ3a（Ｒ3aは前記Ｒ3と同じ）を示し、ｍは１～３の数で、平
均付加モル数を意味する）
で表わされるものが挙げられる。
【００１４】
　式(１)において、Ｒ3、Ｒ3aとしては、炭素数１３～２１のアルキル基及びアルケニル
基が好ましく、具体的には、ペンタデシル基、ヘプタデシル基、ヘンイコシル基等が挙げ
られる。また、脂肪酸グリコールエステルは、式(１)で表されるように、Ｙが水素原子で
ある場合のモノカルボン酸エステル、Ｙが－ＣＯＲ3である場合のジカルボン酸エステル
のいずれであってもよく、ジカルボン酸エステルにおいて、Ｒ3とＲ3aとは同一であって
も、異なっていてもよい。本発明を損なわない限り、ＰＯが付加されていてもよい。
【００１５】



(5) JP 2010-53037 A 2010.3.11

10

20

30

40

　脂肪酸グリコールエステルとしては、融点が５０℃以上のものが好ましく、また、結晶
性のものが好ましい。融点が５０℃以上の結晶性の脂肪酸グリコールエステルとしては、
具体的には、モノパルミチン酸エチレングリコール、モノステアリン酸エチレングリコー
ル、モノイソステアリン酸エチレングリコール、ジパルミチン酸エチレングリコール、ジ
ステアリン酸エチレングリコール、ジベヘン酸エチレングリコール等のモノエチレングリ
コール体；これらのジエチレングリコール体；並びにこれらのトリエチレングリコール体
等が挙げられ、これらは単独で用いても２種以上を併用してもよい。
【００１６】
　なお、２種以上の脂肪酸グリコールエステルを併用する場合、それぞれ調製された脂肪
酸グリコールエステルの混合物であってもよく、異なるアルキル鎖長の脂肪酸の混合物と
グリコールを用い、それらを反応させて得られた脂肪酸グリコールエステルの混合物であ
ってよい。例えば、パルミチン酸とステアリン酸の混合物とグリコールとの反応からは、
ジパルミチン酸エチレングリコール、モノパルミチン酸モノステアリン酸エチレングリコ
ール、及びジステアリン酸エチレングリコールの混合物が得られる。異なる脂肪酸の混合
物とグリコールとを反応させる際に用いられる脂肪酸の混合物において、各脂肪酸により
占められる割合は、８５重量％以下であることが好ましい。
【００１７】
　上記に例示された脂肪酸グリコールエステルにおいて、本発明において好ましい脂肪酸
グリコールエステルとしては、ジステアリン酸エチレングリコール、ジパルミチン酸エチ
レングリコール、モノステアリン酸エチレングリコール、モノパルミチン酸エチレングリ
コール、及びジベヘニン酸エチレングリコール、並びにジパルミチン酸エチレングリコー
ル、モノパルミチン酸モノステアリン酸エチレングリコール、及びジステアリン酸エチレ
ングリコールの混合物が挙げられる。
【００１８】
　脂肪酸グリコールエステルのパール光沢組成物中の含有量は、パール光沢付与の観点か
ら、１５重量％以上が好ましく、流動性の観点から、３０重量％以下が好ましい。これら
の観点から、脂肪酸グリコールエステルの含有量は、パール光沢組成物中、１５～３０重
量％が好ましく、１５～２５重量％がより好ましく、１８～２５重量％がさらに好ましい
。
【００１９】
（Ａ２）添加剤
（ａ１）脂肪酸
　脂肪酸としては、炭素数８～２２の飽和又は不飽和の脂肪酸が好ましく、直鎖でも分岐
でもよい。結晶微細化の観点から、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリ
ン酸等の炭素数１２～１８の脂肪酸がより好ましい。これらの脂肪酸は、それぞれ単独で
も、２種以上が併用されても良い。
【００２０】
（ａ２）脂肪族アルコール
　脂肪族アルコールとしては、炭素数８～２２の飽和又は不飽和の脂肪族アルコールが好
ましく、直鎖でも分岐でもよい。結晶微細化の観点から、ラウリルアルコール、ミリスチ
ルアルコール、セチルアルコール、ステアリルアルコール、ベヘニルアルコール等の炭素
数１２～２２の脂肪族アルコールがより好ましく、炭素数１２～１８の脂肪族アルコール
がさらに好ましい。これらの脂肪族アルコールは、それぞれ単独でも、２種以上が併用さ
れても良い。
【００２１】
（ａ３）脂肪酸モノグリセリド
　脂肪酸モノグリセリドとしては、グリセロールと脂肪酸とのエステルである、式（２）
：
【００２２】
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【化１】

【００２３】
[式中、Ｒa及びＲbは、いずれか一方が水素原子、もう一方が－ＣＯＲc(Ｒcは炭素数７～
２１のアルキル基又はアルケニル基を示す)である]
で表される化合物が好ましい。
【００２４】
　ここで、Ｒcとしては、アルキル基及びアルケニル基の炭素数は１１～１７が好ましく
、アルキル基及びアルケニル基は、直鎖であっても分岐であってもよい。
【００２５】
　本発明における脂肪酸モノグリセリドの好適例としては、ラウリン酸モノグリセリド、
ミリスチン酸モノグリセリド、パルミチン酸モノグリセリド、ステアリン酸モノグリセリ
ド、ベヘン酸モノグリセリド、ヤシ油脂肪酸モノグリセリド、パーム核油脂肪酸モノグリ
セリド、獣脂脂肪酸モノグリセリド、及びそれらの混合物等が挙げられ、製造工程からの
少量のジグリセリド及びトリグリセリドが含有されていてもよい。
【００２６】
（ａ４）脂肪族エーテル
　脂肪族エーテルは、式（３）：
　　　Ｒd－Ｏ－Ｒe　　　　　（３）
（式中、Ｒd及びＲeは、それぞれ独立して、炭素数８～２２のアルキル基又はアルケニル
基を示す）
で表される化合物が好ましい。
【００２７】
　Ｒd及びＲeの、アルキル基及びアルケニル基の炭素数は１２～１８が好ましく、またア
ルキル基及びアルケニル基は、直鎖であっても分岐であってもよい。また、脂肪族エーテ
ルは、単一エーテルであっても、混成エーテルであってもよく、従って、Ｒd及びＲeも、
同一であっても、互いに異なっていてもよい。
【００２８】
　本発明における脂肪族エーテルの好適例としては、ジラウリルエーテル、ジミリスチル
エーテル、ジセチルエーテル、ジステアリルエーテル等が挙げられる。
【００２９】
　本発明において、前記の脂肪酸、脂肪族アルコール、脂肪酸モノグリセリド及び脂肪族
エーテルを総称して、脂肪族化合物ともいう。
【００３０】
　脂肪族化合物の含有量、即ち、（脂肪酸＋脂肪族アルコール＋脂肪酸モノグリセリド＋
脂肪族エーテル）の合計含有量は、上記粒径のパール光沢粒子を析出させる観点から、パ
ール光沢組成物中、好ましくは０．３～３重量％であり、より好ましくは０．５～２．５
重量％であり、更により好ましく０．５～２重量％である。
【００３１】
　また、前記脂肪族化合物と（Ａ１）脂肪酸グリコールエステルとの重量比、即ち、脂肪
酸グリコールエステルと（脂肪酸＋脂肪族アルコール＋脂肪酸モノグリセリド＋脂肪族エ
ーテル）との重量比［（脂肪酸＋脂肪族アルコール＋脂肪酸モノグリセリド＋脂肪族エー
テル）／脂肪酸グリコールエステル］は、上記粒径のパール光沢粒子を析出させる観点及
びパール光沢組成物の粘度を下げ、界面活性剤（Ｃ）と混合し易くする観点から、１／１
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００～２０／１００が好ましく、２／１００～２０／１００がより好ましく、２／１００
～１５／１００がさらに好ましく、２／１００以上、１０／１００未満がさらに好ましい
。
【００３２】
（ａ５）ポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤
　脂肪酸又は／及び脂肪族アルコールとともに添加剤として配合されるポリオキシアルキ
レン型ノニオン界面活性剤とは、ポリオキシエチレン基、ポリオキシプロピレン基等のポ
リオキシアルキレン基を有するノニオン界面活性剤である。本発明では、ポリオキシアル
キレン型ノニオン界面活性剤の配合により、粘度を低下させることができ、界面活性剤と
混合して洗浄剤組成物にし易くすると共に、流動性を損なうことなく強いパール光沢が得
られるという作用効果を奏する。
【００３３】
　ポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤は、添加剤が脂肪酸モノグリセリド及び／
又は脂肪族エーテルであってもパール光沢組成物に含有されていることが上記の観点から
好ましい。
　ポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤の具体例としては、ポリオキシアルキレン
アルキルエーテル、ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシアルキ
レングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレン脂肪酸エステル、ポリオキシアル
キレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレン脂肪酸モノアルカノールアミド
、ポリオキシアルキレン脂肪酸ジアルカノールアミド等が挙げられ、それぞれ単独であっ
ても２種以上が併用されていてもよい。これらのうち、式（４）：
　　　Ｒ1－Ｏ－(Ｒ2Ｏ)p－Ｈ　　　　　（４）
（式中、Ｒ1は炭素数８～２０の直鎖又は分岐鎖の飽和又は不飽和の炭化水素基、Ｒ2はエ
チレン基及び／又はプロピレン基を示し、ｐは１～１２、好ましくは１～６の数で、平均
付加モル数を意味する）
で表わされるポリオキシアルキレンアルキルエーテルが好ましい。
【００３４】
　式（４）において、Ｒ1としては、炭素数８～２０のアルキル基又は炭素数８～２０の
アルケニル基が好ましい。また、Ｒ2としては、エチレン基、ｎ－プロピレン基及びイソ
プロピレン基が挙げられる。
【００３５】
　ポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤のＨＬＢは、パール光沢組成物の乳化を抑
制し、粘度を制御する観点から、１５未満が好ましく、９～１２．５がより好ましい。な
お、ＨＬＢとは、親水性－親油性のバランス(Hydrophilic-Lipophilic Balance)を示す指
標であり、本発明においては、小田・寺村らによる式：
　　　ＨＬＢ＝(Σ無機性値／Σ有機性値)×10
を用いて算出したときの値である。
【００３６】
　ポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤のパール光沢組成物中の含有量は、パール
光沢組成物の粘度を低下させる観点から、０．５重量％以上が好ましく、良好なパール光
沢を得る観点から、１０重量％以下が好ましい。これらの観点から、ポリオキシアルキレ
ン型ノニオン界面活性剤の含有量は、パール光沢組成物中、０．５～１０重量％が好まし
く、０．５～８重量％がより好ましく、１～５重量％がさらに好ましい。
　また、ポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤と（Ａ１）脂肪酸グリコールエステ
ルとの重量比［ポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤／脂肪酸グリコールエステル
］は、パール光沢組成物の粘度を低下させ、良好なパール光沢を得る観点から、１／４０
～１／２が好ましく、１／２０～１／２がより好ましく、１／１０～１／３がさらに好ま
しい。
【００３７】
（ａ６）アニオン性界面活性剤
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　本発明においては、パール光沢組成物中に更にアニオン性界面活性剤を添加することで
、前記脂肪酸グリコールエステル等の分散性を更に高めることができる。アニオン性界面
活性剤としては、例えば、硫酸系、スルホン酸系、カルボン酸系、リン酸系及びアミノ酸
系のものが挙げられ、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸塩、ポリオキシアルキ
レンアルケニルエーテル硫酸塩、スルホコハク酸アルキルエステル塩、ポリオキシアルキ
レンスルホコハク酸アルキルエステル塩、ポリオキシアルキレンアルキルフェニルエーテ
ル硫酸塩、アルカンスルホン酸塩、アシルイセチオネート、アシルメチルタウレート、ポ
リオキシアルキレンアルキルエーテル酢酸塩、アルキルリン酸塩、ポリオキシアルキレン
アルキルエーテルリン酸塩、アシルグルタミン酸塩、アラニン誘導体、グリシン誘導体、
アルギニン誘導体等が挙げられる。
【００３８】
　これらの塩としては、リチウム、ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属塩；アルカリ
土類金属塩；アンモニウム塩；モノメチルアンモニウム基、ジメチルアンモニウム基、ト
リメチルアンモニウム基；モノエチルアンモニウム基、ジエチルアンモニウム基、トリエ
チルアンモニウム基；モノメタノールアンモニウム基、ジメタノールアンモニウム基、ト
リメタノールアンモニウム基等を有する有機アンモニウム塩が好ましく挙げられる。
　これらの界面活性剤のうち、下記一般式(５)で表わされる、ポリオキシアルキレン基を
有していてもよいアルキル硫酸エステル塩が好ましい。
【００３９】
　　　Ｒ4－Ｏ－(Ｒ5Ｏ)n－ＳＯ3Ｍ　　　　　(５)
【００４０】
（式中、Ｒ4は炭素数８～２０の直鎖又は分岐鎖の飽和又は不飽和の炭化水素基を示し、
Ｒ5はエチレン基又はプロピレン基を示し、Ｍはアルカリ金属、アルカリ土類金属、アン
モニウムイオン又は炭素数２もしくは３のヒドロキシアルキル置換アンモニウムを示し、
ｎは０～８の数で、平均付加モル数を意味する）
【００４１】
　式(５)において、Ｒ4としては、炭素数８～２０のアルキル基及びアルケニル基が好ま
しく、具体的には、ラウリル基、ミリスチル基、パルミチル基、ステアリル基等が挙げら
れる。Ｒ5としては、エチレン基、ｎ－プロピレン基及びイソプロピレン基が挙げられる
。ｎは０～４が好ましい。
【００４２】
　アルキル硫酸エステル塩の好適例としては、ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸ト
リエタノールアミン、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナトリウム及びポリオキ
シエチレンラウリルエーテル硫酸トリエタノールアミンが挙げられ、それぞれ単独であっ
ても２種以上が併用されていてもよい。
【００４３】
　アルキル硫酸エステル塩のパール光沢組成物中の含有量は、各成分を均一に混合する観
点から、５重量％以上が好ましく、流動性の観点から、１５重量％以下が好ましい。これ
らの観点から、アルキル硫酸エステル塩の含有量は、５～１５重量％が好ましく、８～１
５重量％がより好ましく、８～１３重量％がさらに好ましい。
　アニオン性界面活性剤と前記脂肪酸グリコールエステルとの重量比（アニオン性界面活
性剤／脂肪酸グリコールエステル）は、分散性を向上させ、パール光沢粒子を前記粒径に
する観点から、１／５～１／１が好ましく、１／３～１／１が更に好ましい。
　ポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤とアニオン性界面活性剤との重量比は、粘
度を低下させ、強いパール感を得る観点から、１／１０～１／１が好ましく、１／５～１
／１が更に好ましい。
【００４４】
（ａ７）脂肪酸モノアルキロールアミド
　本発明においては、パール光沢組成物中に更に脂肪酸モノアルキロールアミドを配合し
て、光沢を向上させることができる。
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　脂肪酸モノアルキロールアミドとしては、例えば、式(６)：
　　　Ｒ6ＣＯ－ＮＨ－Ｒ7ＯＨ　　　　　(６)
（式中、Ｒ6は炭素数７～２０の直鎖又は分岐鎖の飽和又は不飽和の炭化水素基を示し、
Ｒ7はエチレン基又はプロピレン基を示す）
で表わされるものが挙げられる。
【００４５】
　式(６)において、Ｒ6としては、炭素数7～20のアルキル基及びアルケニル基が好ましく
、具体的には、ウンデシル基、トリデシル基、ヘプタデシル基等が挙げられる。また、Ｒ
7としては、エチレン基、ｎ－プロピレン基及びイソプロピレン基が挙げられる。
【００４６】
　脂肪酸モノアルキロールアミドとしては、ラウリン酸モノエタノールアミド、ラウリン
酸モノプロパノールアミド、ラウリン酸モノイソプロパノールアミド、ミリスチン酸モノ
エタノールアミド、パルミチン酸モノエタノールアミド、ステアリン酸モノエタノールア
ミド、オレイン酸モノエタノールアミド、オレイン酸モノイソプロパノールアミド、ヤシ
油脂肪酸モノエタノールアミド、ヤシ油脂肪酸モノプロパノールアミド、ヤシ油脂肪酸モ
ノイソプロパノールアミド、ヤシ科植物油脂肪酸モノエタノールアミド等が挙げられ、そ
れぞれ単独で又は２種以上を混合して用いることができる。これらのなかでは、ヤシ油脂
肪酸モノエタノールアミド、ラウリン酸モノエタノールアミド、パルミチン酸モノエタノ
ールアミド及びステアリン酸モノエタノールアミドが好ましい。
【００４７】
　脂肪酸モノアルキロールアミドのパール光沢組成物中の含有量は、光沢付与の観点から
、３重量％以上が好ましく、パール光沢組成物の粘度の上昇を抑制し、流動性を高める観
点から、１５重量％以下が好ましい。これらの観点から、脂肪酸モノアルキロールアミド
の含有量は、パール光沢組成物中、３～１５重量％が好ましく、３～１０重量％がより好
ましく、５～１０重量％がさらに好ましい。
　本発明に用いられるパール光沢組成物には、さらに、pH調整剤、防腐剤、塩類、アルコ
ール類、ポリオール類等が適宜配合されていてもよい。
　パール光沢組成物中の（Ａ３）水の含量は、濃度、粘度調整の点から、２５～７５重量
％、更に、４０～７５重量％、特に５０～７５重量％が好ましい。
【００４８】
（洗浄剤組成物の製造方法）
　本発明の製造方法は、下記工程１、２を含有し、パール光沢粒子の個数平均長径が１．
６～５μｍである洗浄剤組成物の製造方法である。
　工程１：（Ａ）（Ａ１）脂肪酸グリコールエステル、（Ａ２）（１）脂肪酸とポリオキ
シアルキレン型ノニオン界面活性剤、（２）脂肪族アルコールとポリオキシアルキレン型
ノニオン界面活性剤、（３）脂肪酸モノグリセリド及び（４）脂肪族エーテルからなる群
から選ばれる１種以上の添加剤、及び（Ａ３）水を含有する溶融混合物を冷却して、パー
ル光沢粒子を含有するパール光沢組成物を得る工程
工程２：工程（Ａ）で得られたパール光沢組成物と（Ｂ）界面活性剤とを混合する工程
【００４９】
　工程１では、まずパール光沢組成物を得る。
　本発明に用いられるパール光沢組成物の製造方法としては、（Ａ１）脂肪酸グリコール
エステル、（Ａ２）添加剤、（Ａ３）水等の原料の溶融混合液から、脂肪酸グリコールエ
ステルを含むパール光沢粒子を結晶化させる方法が挙げられる。
　より具体的な方法としては、脂肪酸グリコールエステル、添加剤及び水を含有する溶融
混合液を作製し、該脂肪酸グリコールエステルの融点未満の温度に冷却し、パール光沢粒
子を結晶化させパール光沢組成物を得る方法が挙げられる。
【００５０】
　例えば、脂肪酸グリコールエステル、添加剤、水等の原料の混合物を加熱・溶解した後
、冷却する方法；水及び必要に応じてポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤、アニ
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オン性界面活性剤、脂肪酸モノアルキロールアミド等を含む混合物と、溶融状態の脂肪酸
グリコールエステル及び脂肪族化合物を混合した後、冷却する方法等が挙げられる。
また、脂肪酸グリコールエステルと脂肪族化合物は、溶融させた両者の混合液を添加して
も、また、別々に添加してもよいが、両者の溶融混合液を添加することが好ましい。
【００５１】
　原料の溶融混合液の温度は、脂肪酸グリコールエステル又は脂肪族化合物の融点のいず
れか高い方の融点以上の温度が好ましく、混合物の沸点以下の温度が好ましい。また、脂
肪酸グリコールエステル又は脂肪族化合物の融点のいずれか高い方の融点より１～３０℃
高い温度がより好ましく、いずれか高い方の融点より１～２０℃高い温度がさらに好まし
い。具体的には、７０～１００℃が好ましく、７０～９５℃が更に好ましい。
【００５２】
　冷却温度は、脂肪酸グリコールエステルと脂肪族化合物を十分に結晶化させる観点から
、脂肪酸グリコールエステルの融点未満が好ましく、該融点より１０℃以下がより好まし
く、該融点より２０℃以下がさらに好ましい。さらには、脂肪酸グリコールエステル又は
脂肪族化合物の融点のいずれか低い方の融点未満が好ましく、いずれか低い方の融点より
１０℃以下がより好ましく、いずれか低い方の融点より２０℃以下がより好ましい。
【００５３】
　また、冷却は、形状が均一なパール光沢粒子を得る観点から、温度分布が少ない緩やか
な冷却が好ましい。かかる観点から、冷却速度は０．１～１０℃/minが好ましく、0.１～
５℃/minがより好ましく、０．１～３℃/minがさらに好ましい。
【００５４】
　パール光沢粒子が結晶化した後は、さらに冷却して、結晶を安定化させることが好まし
く、液温が、１０～４０℃、好ましくは１５～３５℃となるまで冷却することが望ましい
。
【００５５】
　原料の溶融及び冷却は、溶解液が分離しないように、攪拌しながら行うことが好ましい
。
【００５６】
　パール光沢組成物中のパール光沢粒子の長径の個数平均径(個数平均長径)は、パール光
沢、使用後の毛髪のすべり性、パール光沢粒子の配合性の観点から、１．６～５μmであ
り、２～５μmがより好ましく、２．１～３．８μmがより更に好ましい。パール光沢粒子
の長径の個数平均径が５μｍを超えると、パール光沢性、毛髪のすべり性、分散安定性が
低下し、１．６μｍ未満であると、パール光沢性が低下する。
　個数平均径を調整する方法としては、脂肪族化合物と脂肪酸グリコールエステルとの重
量比を前記記載の重量比に調整する方法が挙げられる
【００５７】
　本発明のパール光沢組成物は、流動性の観点から、３０℃における粘度を、１，０００
～５０，０００mPa・s、好ましくは１，０００～３０，０００mPa・sに調整することが望
ましい。
　これらの測定方法は、下記実施例に示す。
【００５８】
　工程２では、工程１で得られた（Ａ）パール光沢組成物と（Ｂ）界面活性剤とを混合す
る。混合する際には、パール光沢組成物中のパール光沢粒子が溶解しないように、通常、
４０℃以下が好ましく、３０℃以下が更に好ましい。また、脂肪酸グリコールエステル又
は脂肪族化合物の融点のいずれか低い方の融点より１０℃以下がより好ましい。界面活性
剤（Ｂ）は後述するものである。
【００５９】
（洗浄剤組成物）
　本発明の洗浄剤組成物は、上記（Ａ）パール光沢組成物と界面活性剤（Ｂ）とを含有す
るものである。
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　また、本発明の洗浄剤組成物は、前記洗浄剤組成物の製造方法により得られる洗浄剤組
成物である。
【００６０】
　界面活性剤（Ｂ）としては、アニオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤、両性界面
活性剤は、一般に香粧品用等として用いられているものから選ばれることが好ましく、起
泡性の観点からアニオン性界面活性剤が好ましい。このうち、アニオン性界面活性剤とし
ては、アルキル硫酸エステル塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸エステル塩
、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル酢酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテ
ルリン酸塩、アルキルリン酸塩、Ｎ－アシルメチルタウリン塩、アシルグルタミン酸塩、
アシロイル－β－アラニン塩、アルキルスルホコハク酸塩、ポリオキシアルキレンアルキ
ルスルホコハク酸塩、脂肪酸塩等が挙げられる。中でも、アルキル硫酸エステル塩、ポリ
オキシアルキレンアルキルエーテル硫酸エステル塩、ポリオキシアルキレンアルキルエー
テル酢酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテルリン酸塩、アルキルリン酸塩が好ま
しく、更にはアルキル硫酸エステル塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸エス
テル塩が増泡効果の点で好ましい。これらのアニオン性界面活性剤は１種以上を混合して
用いることができる。アニオン性界面活性剤としては、下記一般式（７）で表されるもの
が好ましい。
【００６１】
Ｒ4－Ｏ－(ＣＨ2ＣＨ2Ｏ)n－ＳＯ3Ｍ （７）
【００６２】
〔式中、Ｒ4は炭素数１０～１８の飽和又は不飽和炭化水素基を示す。ｎは０～５の数、
Ｍはアルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム、アルカノールアミン、又は塩基性
アミノ酸を示す。〕
　一般式（７）中、ｎはエチレンオキサイド平均付加モル数（以下、ＥＯｐと表す）であ
り、０～３であることが起泡性の点で好ましい。更に、１～３であることが皮膚への刺激
が低い点で好ましい。更に、全アニオン性界面活性剤中の一般式（７）で表されるアニオ
ン性界面活性剤の比率が６０～１００重量％であるのが好ましい。
【００６３】
　また、ノニオン性界面活性剤としては、アルキルポリグリコシド、ポリオキシアルキレ
ン（好ましくはエチレン）アルキル又はアルケニルエーテル、ポリオキシアルキレンソル
ビタン脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレンソルビトール
脂肪酸エステル、ポリオキシアルキレングリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪
酸エステル、脂肪酸モノグリセリド、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル及び（Ａ）
成分以外の脂肪酸アルカノールアミド等が挙げられる。
【００６４】
　また、両性界面活性剤としてはアルキルアミノ酢酸ベタイン、アルキルアミンオキサイ
ド、アルキルアミドピロピルベタイン、アルキルヒドロキシスルホベタイン、及びアミド
アミノ酸（イミダゾリン系ベタイン）等が挙げられる。
　界面活性剤（Ｂ）は、アニオン性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤、両性界面活剤か
ら選ばれる１種以上を組み合わせて使用することができ、本発明洗浄剤組成中に合計で５
～５０重量％、更に８～３０重量％含有することが洗浄性の点から好ましい。なお、界面
活性剤としては、更にカチオン性界面活性剤を使用することもできる。
【００６５】
　本発明の洗浄剤組成物は、前述のパール光沢組成物（固形分１００重量％として）を、
パール光沢性、毛髪のすべり感の向上の観点から、好ましくは０．３～２０重量％、より
好ましくは０．５～１０重量％、更に好ましくは０．５～５重量％、更に好ましくは０．
５～３重量％含有する。
　本発明の洗浄剤組成物中のパール光沢粒子の主成分である脂肪酸グリコールエステルの
含有量は、パール光沢性、毛髪のすべり感の向上の観点から、好ましくは０．０６～４重
量％、より好ましくは０．１～２重量％、更に好ましくは０．１～１重量％、更に好まし
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くは０．１～０．６重量％含有する。
【００６６】
　洗浄剤組成物中のパール光沢粒子の長径の個数平均径(個数平均長径)は、パール光沢、
毛髪のすべり性、洗浄剤組成物の分散安定性の観点から、１．６～５μmが好ましく、２
～５μmがより好ましく、２．１～３．８μmがより更に好ましい。
　パール光沢組成物中のパール光沢粒子の粒径は、洗浄剤組成物中に存在しても、脂肪酸
グリコールエステル又は脂肪族化合物の融点以上に加温されなければ、本質的に、変化し
ないと考えられる。
　パール光沢粒子の長径の個数平均径が５μｍを超えると、パール光沢性、毛髪のすべり
性、分散安定性が低下し、１．６μｍ未満であると、パール光沢性が低下する。
【００６７】
　洗浄剤組成物は、配合される界面活性剤、保湿剤などによる洗浄剤組成物の比重が大き
く異なる。前記の個数平均径のパール光沢粒子範囲は、このように幅広い比重の洗浄剤組
成物であっても、分散安定性が高い。
　また、洗浄剤組成物中のパール光沢粒子が前記の個数平均径の範囲で、毛髪に使用した
時の乾燥後の毛髪の滑り性が向上する。
【００６８】
　本発明洗浄剤組成物にはさらに、シリコーンを含有させることにより、前記パール光沢
粒子との相互作用により、より皮膚・毛髪への残留を向上させることができ、髪が濡れた
時及び乾燥した時の柔らかさや指通りにおいて優れた感触を与える。
　本発明に用いるシリコーンは、化粧品用途に使われるシリコーン及びシリコーン誘導体
であれば何でも良く、ジメチコン、ジメチコノール、ポリエーテル変性シリコーン、ポリ
グリセリン変性シリコーン、分岐（ポリ）グリセロール変性シリコーン、グリセリルエー
テル変性シリコーン、アミノ変性シリコーン、アミノポリエーテル変性シリコーン、アミ
ドアルキル変性シリコーン、アミノグリコール変性シリコーン、オキサゾリン変性シリコ
ーン、アクリル・アミノシリコーン共重合体、フェニル変性シリコーン、アミノフェニル
変性シリコーン、ポリアミド変性シリコーン、アルキル変性シリコーン、シリコーンエラ
ストマー（パウダー）、変性シリコーン被覆架橋ポリマー（パウダー）等が挙げられる。
【００６９】
　市販のものとしては、信越化学工業（株）、東レ・ダウコーニング（株）等シリコーン
製造メーカーから発売され、「化粧品用シリコーン」、または「パーソナルケア用シリコ
ーン」等のカタログに記載されているものも使用できる。他に特許公報  特開平４－１０
８７９５や特開２００４－３３９２４４記載のシリコーンを用いてもよい。
上記シリコーンは、１種以上を用いることができ、本発明の洗浄剤組成物中、好ましくは
０．５～５重量％、更に好ましくは１～３重量％含有される。
【００７０】
　本発明の洗浄剤組成物には、洗浄時やすすぎ時の指通りや柔らかさのために、カチオン
化セルロース、カチオン化グアガム、マーコート５５０（メルク社）、特開２００４－３
０７７００号記載のカチオン性基含有共重合体等のカチオン性ポリマーを配合することが
できる。これらのカチオン性ポリマーは、洗浄時やすすぎ時の指通りや柔らかさの点から
、本発明洗浄剤組成物中に、０．０１～３重量％、更に０．０５～２％、特に０．１～１
重量％含有することが好ましい。
【００７１】
　本発明の洗浄剤組成物には、高級アルコール、ラノリン等の油剤；メチルセルロース、
ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシビニルポリマー、多糖類（キサンタンガム）等
の水溶性高分子；グリセリン、ソルビトール、エタノール等の溶解助剤；エチレンジアミ
ン四酢酸（ＥＤＴＡ）、ホスホン酸塩類等のキレート剤；パラベン類、安息香酸等の防腐
剤；グリチルリチン酸ジカリウム、アラントイン等の消炎剤；塩化ベンザルコニウム、ト
リクロサン、トリクロカルバン、オクトピロックス、ジンクピリチオン等の殺菌剤や抗フ
ケ剤；ジブチルヒドロキシトルエン等の酸化防止剤；その他紫外線吸収剤；リンゴ酸、ク
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ることができる。
【００７２】
　本発明の洗浄剤組成物は、毛髪用洗浄剤、身体洗浄剤、洗顔剤、手指洗浄剤等の化粧料
用洗浄剤組成物、即ち皮膚又は毛髪用洗浄剤組成物として用いることが好ましい。
　また、本発明の洗浄剤組成物は、固体、液体、ペースト状等、いずれの剤型にすること
もできる。本発明の洗浄剤組成物は、皮膚又は毛髪用の観点から、ｐＨ（２０℃）が４．
５～６．８、好ましくは５．５～６．８である。
【実施例】
【００７３】
　以下、本発明の態様を実施例によりさらに詳細に記載し、開示する。この実施例は、単
なる本発明の例示であり、本発明はこれらに何ら限定されない。
　各実施例及び各比較例で得られたパール光沢組成物の諸性質は、以下の方法によって測
定した。
【００７４】
＜パール光沢粒子の個数平均長径＞
　洗浄剤組成物を水で１０００倍(重量比)に希釈し、希釈液をスライドガラス上に滴下し
自然乾燥させ、カラーレーザー顕微鏡(キーエンス社製VK-8500)で観察し、結晶として確
認されるパール光沢粒子の長径を無作為に100点測定して得られる平均値を結晶の個数平
均長径とする。
【００７５】
＜洗浄剤組成物のパール光沢＞
　洗浄剤組成物を水で20倍(重量比)に希釈し、肉眼にてパール光沢の外観を観察し、以下
の基準に従って評価する。なお、気泡の混入しているものは遠心分離に掛け、脱泡を行う
。
【００７６】
〔評価基準〕
　１：光沢がない、あるいは、弱くかつ薄い光沢が認められる。
　２：弱くあるいは薄い光沢が認められる。
　３：強く濃い光沢が認められる。
【００７７】
＜パール光沢粒子の分散安定性＞
　食塩と水を用いて特定の比重に調整した水溶液にパール光沢組成物を50倍に希釈し、２
０℃で18時間静置し、以下の基準に従って評価する。測定は２０℃で行った。
〔評価基準〕
　１：1.035～1.042で安定に分散する。
　２：1.021～1.049で安定に分散する。
　３：1.014～1.056で安定に分散する。
【００７８】
＜パール光沢組成物の粘度＞
　パール光沢組成物を30℃に保持し、測定する。粘度は、Ｂ型粘度計（株式会社東京計器
製）を用い、ローターＮｏ．Ｍ４－２３を使用し、測定温度３０℃、測定時間６０秒、回
転数２０～１００ｒｐｍのうち、装置が許容する最高回転数の条件で測定した。
【００７９】
＜洗浄料組成物のすべり性＞
　表１に示す組成の毛髪用洗浄剤組成物を常法により製造し、ｐＨを水酸化ナトリウムで
６．０（２０℃）に調整した。これらを使用したときの毛髪乾燥時のすべり性を評価した
。
【００８０】
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【表１】

【００８１】
  官能評価の詳細な手順を示す。
  パネラー：  日本人女性。
  使用温水：  ３８～４０℃の水道水（硬度３～５°ＤＨ）。
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  温水を頭髪にかけ十分に水分を含ませた後、本発明の毛髪洗浄剤組成物を適量（パネラ
ーが自分の髪の長さに合せて使用するシャンプーと同量）手に取り、毛髪洗浄剤組成物を
頭髪に十分行き渡させる様に手を動かしてシャンプーを行う。洗髪、乾燥後の状態を、下
記表１の評価基準により評価し、平均した。
　　　　１：毛髪表面がほとんど滑らない。
　　　　２：毛髪表面がやや滑る。
　　　　３：毛髪表面がよく滑る。
【００８２】
＜脂肪酸グリコールエステル又は脂肪族化合物の融点＞
　示差走査熱量計（Thermo plus DSC8230, Rigaku製）を用い、脂肪酸グリコールエステ
ル又は脂肪族化合物を5℃/minで昇温し、得られる融解のピークトップを融点とする。
【００８３】
実施例１～７及び比較例１～３
　表２に示す脂肪酸モノアルキロールアミド、アルキル硫酸エステル塩、ポリオキシアル
キレン型ノニオン界面活性剤及びその他成分の混合物を８０℃で混合し、これに予め両者
を溶融させ混合してあった脂肪酸グリコールエステルと脂肪酸を、溶融状態のまま加え混
合する。その後、０．５℃/minの冷却速度で２０℃まで冷却し、パール光沢組成物を得た
。このパール光沢組成物を用い、表１に示す組成の毛髪用洗浄剤組成物を常法により製造
し、ｐＨを水酸化ナトリウムで６．０（２０℃）に調整した。
  結果を表２に併せて示す。表中の数値は、純分の重量％である。
【００８４】
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【表２】

【００８５】



(17) JP 2010-53037 A 2010.3.11

10

20

　以上の結果より、実施例２～５，７のパール光沢組成物を含有する洗浄剤組成物は、パ
ール光沢、分散安定性、滑り性に優れることが分かる。実施例１、６は粒径がやや大きく
すべり性にやや劣る。
　これに対し、粒径が大きい比較例１のパール光沢組成物を含有する洗浄剤組成物は、パ
ール光沢粒子が大きく、分散安定性、すべり性が低いことが分かる。
　また、ポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤が配合されていない比較例２のパー
ル光沢組成物を含有する洗浄剤組成物は、パール光沢組成物として粘度が著しく高く（98
,000mPa・s）、配合性が低く、実施例の洗浄剤組成物に比べるとパール光沢性、分散安定
性にも劣る。一方、ポリオキシアルキレン型ノニオン界面活性剤を除いては同組成である
実施例２の粘度は（17,000mPa・s）であり、配合性、パール光沢性、分散安定性に優れる
。
　比較例３のパール光沢組成物を含有する洗浄剤組成物は、パール光沢粒子が小さく、光
沢感、すべり性が低いことが分かる。
【００８６】
実施例８～１７及び比較例４～６
　表３に示す脂肪酸モノアルキロールアミド、アルキル硫酸エステル塩、ポリオキシアル
キレン型ノニオン界面活性剤及びその他成分の混合物を８０℃で混合し、これに予め両者
を溶融させ混合してあった、表３に示す脂肪酸グリコールエステルと脂肪族アルコール、
脂肪酸モノグリセリド、又は脂肪族エーテルを溶融状態のまま加え混合した。その後、０
．５℃/minの冷却速度で２０℃まで冷却し、パール光沢組成物を得た。このパール光沢組
成物を用い、表１に示す組成の毛髪用洗浄剤組成物を常法により製造し、ｐＨを水酸化ナ
トリウムで６．０（２０℃）に調整した。
【００８７】
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【表３】

【００８８】
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　以上の結果より、実施例８～１０、１３～１６のパール光沢組成物を含有する洗浄剤組
成物は、パール光沢、分散安定性、滑り性に優れることが分かる。実施例１１、１２は粒
径がやや大きく滑り性にやや劣る。実施例１７は粒径がやや小さく、パール光沢にやや劣
るものの、滑り性、分散安定性は優れる。比較例４，５は粒径が小さく、パール光沢に劣
り、比較例６は粒径が大きく、パール光沢に劣ることが分かる。
【００８９】
　以下に、ヘアシャンプーの処方例を示す。
実施例１８
（処方例１）
　 (成分)                                                      (重量％)
　パール光沢組成物（実施例４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　5.0
　ポリオキシプロピレン（３）オクチルエーテル                      0.7
　ポリオキシエチレン（１）ラウリルエーテル硫酸アンモニウム　　　 12.0 
　ラウリン酸モノエタノールアミド　　　　　　　　　　　　　　　　　0.8 
　シリコーンエマルション* 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2.0 
　カチオン性ポリマー**  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.2
　香料，メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
　*：ＢＹ２２－０６０〔東レ・ダウコーニング(株)製〕
　**：ポイズ　C-150L〔花王（株）製〕
　 (  )内は、平均付加モル数を示す。以下、同じ。
【００９０】
実施例１９
（処方例２）
　（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（重量％）
　パール光沢組成物（実施例４）　　　　　　　　　　　　　　　　　5.0
　ポリオキシプロピレン（３）オクチルエーテル                    0.5
　ポリオキシエチレン（３）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム*      15.0
　ポリグリセロール変成ポリジメチルシロキサン**　　　　　　　　　0.5
　ベヘニルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0.5
　ラウリルヒドロキシスルホベタイン***   　　　　　　　　　　　　2.0
　グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3.0
　香料，メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
　*：エマール３２７；花王（株）製
　**：ソフケアＧＳ－Ｇ〔花王（株）製〕
　***：アンヒトール２０ＨＤ〔花王（株）製〕
【００９１】
実施例２０
　下記に、ボディシャンプーの処方例を示す。
（処方例３）
　（成分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（重量％）
　パール光沢組成物（実施例４）　　　　　　　　　　　　　　　　　5.0
　ポリオキシプロピレン（３）オクチルエーテル                    2.0
　ラウリルリン酸塩*                                            30.0
　ポリグリセロール変成ポリジメチルシロキサン**　　　　　　　　　0.5
　アミドプロピルベタイン*** 　　　　　　　　　　　　　　        2.0
　グリセリン                                                    3.0
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　香料，メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
　精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バランス
　　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100
　*：プライオリー　Ｂ－６５０Ｄ；花王（株）製
　**：ソフケアＧＳ－Ｇ〔花王（株）製〕
　***：アンヒトール２０ＡＢ〔花王（株）製〕
【００９２】
実施例２１
下記に洗顔料の処方例を示す。
（処方例４）
パール光沢組成物（実施例４）　　　　　　　　　　　　　　　　　   5.0
ラウリルリン酸塩*                                               45.0
ポリオキシエチレン（２）ラウリルエーテル硫酸ナトリウム**         5.0
ポリオキシプロピレン（３）オクチルエーテル                       5.4
ラウリルヒドロキシスルホベタイン***                              5.0
グリセリン                                                       1.0
ソルビトール                                                     2.0
ポリグリセロール変成ポリジメチルシロキサン****                   0.6
アクリル酸メタクリル酸アルキル共重合体 *****　　　　　　　　     0.5
香料、メチルパラベン                                            適量
精製水                                                        バランス
計                                                             100.0
　*：プライオリー　Ｂ－６５０Ｄ；花王（株）製
　**：エマール２２７；花王（株）製
　***：アンヒトール２０ＨＤ〔花王（株）製〕
　****：ソフケアＧＳ－Ｇ〔花王（株）製〕
　*****:カーボポールＥＴＤ２０２０〔ＮＯＶＥＯＮ社製〕
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